
中高一貫教育
県立中学校や県立中等教育学校の前期課程では、入学金や授業料は必要ですか？
　中高一貫教育校でも、義務教育段階では、他の公立中学校と同様に入学金や授業料、教科書代は必要あり
ません。ただし、副教材費やその他の教育活動に必要な経費は負担していただきます。
　なお、県においては、経済的事情に応じて学校給食費及び医療費の就学援助を行っています。
　その他学用品等の援助制度については、居住地の市町村教育委員会にお問い合わせください。

通学バスや寄宿舎はありますか？

　門司学園・輝翔館では、通学の便を図るため通学バスが運行されています。
　また、育徳館・宗像・輝翔館には、遠方で通学が困難な人のための寄宿舎があります。
　ただし、通学バスや寄宿舎を利用するために必要な経費は、利用者負担となります。

どのようにして入学者を決定するのですか？
　入学志願者全員に面接、適性検査及び作文を行い、その結果に小学校長が作成した調査書を加味し、学校
長が「入学予定者」を決定します。
　「入学予定者」は、「入学意思確認書」を提出して、「入学者」として確定します。

入学願書や調査書などの志願に必要な書類はどうすれば入手できるのですか？
　「募集要項説明会」において配布し、志願手続きのしかたも説明します。また、各中高一貫教育校、各教
育事務所及び福岡県庁４階高校教育課でも9月末以降（予定）入手できます。郵送を希望される方は、高校
教育課学事企画係にお問い合わせください。
　（問い合わせ先　高校教育課学事企画係　092-643-3904）

志願書類はどうやって提出するのですか？
　調査書については、在学している小学校の担任の先生に申し出て作成してもらってください。その上で、
入学願書や調査書などの志願書類を志願先学校に簡易書留により郵送してください。

面接はどのようにして行うのですか？
　面接は集団面接を行います。面接では、中高一貫教育校で学ぶ意欲や目的意識、小学校６年間を通しての
生活や学習の状況などを評価します。

適性検査及び作文とはどのようなものですか？
　適性検査及び作文では、身の回りのいろいろな事柄に対して課題意識を持ち、自ら考え解決しようとした
り、分かりやすく表現したりする態度や能力などを評価します。
　適性検査及び作文全体で、課題を見つける力、課題を解決する力、表現する力を総合的に評価しようとす
るものです。

他の高校へ進学することはできますか？
　中高一貫教育校では、６年間を見通した教育を行いますので、入学を希望する方は、６年間通学するとい
う強い気持ちで志願することが望まれます。
　ただし、県立中学校や県立中等教育学校で勉強するうちに、将来の進路を考えて、どうしても併設の高校
や中等教育学校以外の高校での勉強が必要となった場合には、他の高校の入試を受けることも可能です。
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